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高
鍋
町
広
報
紙

　

創
刊
五
十
周
年
!!

特 集

　

高
鍋
町
広
報
紙
が
、
昭
和
三
十
四
年
の
創
刊
か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
広
報
か
ら
見
え
て
く
る
高
鍋
町
の
五
十
年
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

右
が
記
念
す
べ
き
高
鍋
町
広
報
創
刊
号
の
表
面
で
す
。
Ｂ
４
サ
イ
ズ
・
一
色
両
面
刷
り
の
紙
面
で
、
印
刷
は
日

向
日
日
新
聞
社
出
版
局
（
現
在
の
宮
崎
日
日
新
聞
社
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
、
高
鍋
町
職
業
訓
練
所
（
現

在
の
県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校
）
設
置
決
定
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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事
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「
高
鍋
町
広
報
」
創
刊

伊
勢
湾
台
風
の
被
災
者
に

救
援
物
資
を
お
く
り
ま

し
ょ
う

町
制
施
行
六
十
周
年
記
念

町
民
体
育
大
会

市
制
施
行
の
希
望
も
表

現
さ
る

甘
藷
で
完
納

現
金
納
付
の
出
来
な
い

方
は
「
か
ら
い
も
」
で

完
納
致
し
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
が
当
る
！
ね
ず
み

と
り

本
年
度
か
ら
文
書
の
横
書

き
実
施

チ
ュ
ー
公
退
治
は
上
々

テ
レ
ビ
が
家
床
部
落
原

千
年
さ
ん
に

正
し
く
歩
く
運
動

「
右
は
し
歩
行
と
正
し

い
横
断
」

集
中
豪
雨
被
害
に
省
み
て

町
営
と
場
完
成

オ
ー
ル
電
化
で
衛
生
的

山
羊
に
は
必
ず
登
録
を

「
町
報
た
か
な
べ
」
に
改
称

皇
太
子
ご
夫
妻
、
雨
の
農

場
を
ご
視
察　

高
鍋
高
等

営
農
研
修
所

昭
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町
長
不
信
任
議
決
を
議
会

解
散

と
し
よ
り
の
日

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

行
事
い
っ
ぱ
い
の
敬
老

会

伸
び
る
児
童
の
体
位

学
校
給
食　

栄
養
万
点

・
酢
く
じ
ら

・
い
た
め
の
っ
ぺ
い
汁

・
カ
ロ
チ
ン
ジ
ャ
ム

石
井
十
次
顕
彰
会
が
で
き

ま
し
た

持
田
保
育
所
が
で
き
ま
し
た

急
行
「
に
ち
り
ん
」
号
停
車

皆
さ
ん
の
広
報
も
数
え
て

五
十
に
な
り
ま
し
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
郷

土
美
化
で

小
丸
川
直
轄
河
川
に
編
入

ま
い
づ
る
公
園
内
に
児
童

公
園
が
で
き
ま
し
た

石
井
十
次
生
誕
百
周
年
記

念
式

高
鍋
町
上
水
道
建
設
計
画

待
望
の
電
話
自
動
化
に
着
工

電
話
メ
モ

電
話
の
か
け
方

市
外
電
話
の
か
け
方
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第
一
回
町
政
懇
談
会

十
月
一
日
を
「
町
民
の
日
」
に

町
民
歌
、
町
章
制
定

観
光
協
会
誕
生

中
学
校
も
完
全
給
食
を

子
ど
も
の
意
見
を
聞
く

会

農
家
に
嫁
が
く
る
「
コ
ツ
」

”
命
に
か
か
わ
る

“
食
い
あ

わ
せ

な
ま
ず
に
猪
肉

タ
ニ
シ
と
そ
ば

南
九
州
大
学
開
学

甘
木
市
・
高
鍋
町
姉
妹
都

市
の
結
束
も
固
く

上
水
道
特
集

紙
上
座
談
会

明
治
百
年
を
考
え
る

串
間
市
と
姉
妹
都
市
に

高
鍋
藩
史
話
刊
行

税
務
署
・
農
協
庁
舎
・
町

体
育
館
完
成

上
水
道
給
水
開
始

ダ
イ
ヤ
ル
の
「
０
」
は
遠

く
て
近
い
声
の
た
よ
り

み
ん
な
で
活
用
し
よ
う

公
民
館
が
新
築
落
成

洪
水
調
節
が
ね
ら
い

活
動
始
め
た
防
災
ダ
ム
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す
べ
り
出
し
た
本
町
一
番
街

小
鶴
、
挽
木
出
口
を
都
市

改
造

握
手
し
た
東
児
湯
五
カ
町
村

広
域
消
防
が
実
現

持
田
に
総
合
運
動
公
園

九
州
唯
一
の
畜
産
団
地

町
づ
く
り
に
三
つ
の
目
標

高
鍋
町
公
害
防
止
条
例

住
民
・
会
社
・
町
の
責

任
を
明
示

商
工
会
館
落
成

清
流
と
り
も
ど
し
た
小
丸
川

小
鶴
地
区
幹
線
道
路
工
事

着
手

Ｓ
Ｌ
よ
さ
よ
う
な
ら
！

町
民
憲
章
・
町
木
・
町
花

制
定

九
勝
六
敗
…
…
金
城
関

東
小
学
校
緑
化
推
進
で
全

国
表
彰

児
湯
農
協
ス
タ
ー
ト

特
急
列
車
高
鍋
駅
に
停
車

第
一
回
自
治
公
民
館
大
会

盛
大
に
行
わ
る
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ただいま ５０ 歳

橋口 幸彦 さん

　私は今、高鍋高校ＰＴ

Ａ会長をしています。子

育てができるのも今のうち

なので、私自身も楽しみな

がら子どものためにＰＴＡ

活動を頑張ろうと思ってい

ます。

　創業 ５０ 年

髙木肥料店
  代表 髙木 信順 さん

　西都児湯の農家さんを

中心に施肥技術指導員の

立場からお手伝いをさせ

ていただいています。つ

ぎの５０年も変わらぬお付

き合いをお願いします！

昭和 ５０ 年生まれ

林 健太郎 さん

　私は、息子がラグビー

をする姿や娘がピアノを

弾く姿に幸せを感じます。

また、今でも現役でラグ

ビーができ子どもが素直

に育っているのは妻のお

かげだと思っています。

　　結婚 ５０ 年

芥田秀次・奈保美さん

　

私
は
、
趣
味
で
の
小
物
づ
く
り
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
今
か
ら
は
お
父
さ
ん
と
楽
し

め
る
こ
と
も
見
つ
け
た
い
で
す
ね
。（
奈

保
美
さ
ん
）

※芥田さんご夫婦を取材した日は、 ２月２５日。 その日は何と、 お二人にとって５０回目の結婚記念日でした！！

　５０年たっても仲良くほのぼのとした雰囲気のお二人がとても印象的でした。 （担当者）

黙想の伝統 ５０ 年

高鍋東中学校

　現在は、午前８時

と下校前に「黙想朗

誦（ろうしょう）の句」

の校内放送と同時に

実施。また、各授業・

清掃前にも黙想を実

施しています。この

ことは、心を落ち着

かせ、気分転換を図

ることができるなど、

学校生活に潤いをも

たらしています。

高鍋町広報紙創刊５０周年記念

「５０」をテーマに大集合!!
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広報写真に残る『あの時』と『いま』　　

「しんきん通り」整備事業前の昭和４７年当時
の小鶴地区（白点線が道路整備予定箇所）

「本町一番街」と名づけられた昭和４５年当時

現在

現在 建設中の国道10号　昭和 38 年当時（中鶴地区）

現在
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小
鶴
地
区
道
路
開
通

呼
び
名
は
「
し
ん
き
ん

通
り
」
で

四
百
人
の
成
人
者

私
た
ち
の
手
で
成
人
式

を
！

ゴ
ミ
処
理
場
四
月
オ
ー
プ
ン

呼
び
名
は
西
都
児
湯
清

掃
セ
ン
タ
ー

中
川
原
ご
み
処
理
場
が
花

と
緑
の
公
園
に

宮
崎
国
体
高
鍋
会
場
に
高

校
野
球
が
決
定

待
望
の
新
庁
舎
落
成

郡
内
の
青
果
の
基
地
大
型

市
場
が
オ
ー
プ
ン

茶
・
落
花
生
・
和
牛
日
本
一

念
願
の
歩
道
橋
を
建
設

皇
太
子
殿
下
・
同
妃
殿
下

二
度
目
の
ご
来
町

町
民
の
図
書
館
完
成

な
で
し
こ
保
育
園
誕
生

福
祉
バ
ス
「
も
く
せ
い
号
」

購
入

上
水
道生

活
用
水
が
ピ
ン
チ

町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

日
・
祝
祭
日
は
全
店
休
業

石
油
節
約
の
た
め

昭
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日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
国
体

第
一
回
ふ
る
さ
と
高
鍋
ま

つ
り

国
土
利
用
計
画

地
域
の
調
和
あ
る
発
展

の
た
め
に

畑
田
地
区
区
画
整
理
に
着
手

決
意
も
新
た
に

元
日
に
成
人
式

今
年
は
町
制
八
十
年

石
井
十
次
銅
像
建
立
さ
れ
る

米
沢
市
と
姉
妹
都
市
提
携

公
共
下
水
道
事
業
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト

ヤ
ッ
タ
！
ベ
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よ
み
が
え
る
思
い
出 

～
思
わ
ず
に
っ
こ
り
赤
ち
ゃ
ん
時
代
の
母
と
娘
～

　

高
鍋
町
広
報
紙
は
創
刊
さ
れ
て
以
来
、
高
鍋
町
の
町
政
情
報
や
ま
ち
の
話
題
な
ど
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　

五
十
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
目
を
引
い
た
記
事
が
か
な
り
の
数
に
上
る
中
、
一
組
の
親
子
が
そ
れ
ぞ
れ
赤

ち
ゃ
ん
時
代
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
現
在
も
町
内
に
お
住
ま
い
の
勢
井
る
り
子
さ
ん
静
香
さ
ん
親
子
。
町
広
報
と
何
か
ご
縁
を
感
じ
な
が

ら
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

昭
和
三
十
六
年
六
月
十
七
日
発
行

第
二
十
四
号
よ
り

　

西
日
本
新
聞
社
主
催
「
赤
ち
ゃ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
西
日
本
大
会
」

に
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
る
り
子
ち
ゃ
ん
。
「
蚊
な
ど
虫

に
さ
さ
れ
た
跡
が
あ
っ
た
ら
減

点
に
な
っ
た
」
そ
う
で
、
「
大
事

に
大
事
に
博
多
ま
で
連
れ
て
行

き
ま
し
た
」
と
お
母
さ
ん
の
菊

子
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

Ｑ　

今
回
の
取
材
は
ど
う
で
し
た
か
。

菊　

昨
日
、
古
い
ア
ル
バ
ム
を
出
し

　

て
主
人
と
当
時
を
思
い
出
し
な
が

　

ら
思
い
出
話
が
で
き
ま
し
た
。

静　

恥
ず
か
し
い
で
す
。

　
　

（
と
言
い
な
が
ら
も
写
真
の

 
 
 
 
 

協
力
を
し
て
く
れ
た
静
香

　
　

 

さ
ん
、
感
謝
で
す
！
）

る　

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
こ
と
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

た
の
で
、
役
場
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
と
き
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
今
回
の
取
材
の
件
で
母
が

持
っ
て
い
た
写
真
を
見
た
り
、
当

時
の
話
を
聞
く
と
、
自
分
が
大
事

に
育
て
ら
れ
た
ん
だ
な
あ
と
い
う

こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

両
親
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
今
か
ら
も
今
ま
で
ど

お
り
家
族
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

※
今
回
の
特
集
に
つ
い
て
、
突
然
の
取
材

依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

平
成
元
年
一
月
二
十
七
日
発
行

第
二
百
三
十
四
号
よ
り

菊
子
さ
ん

　

（
七
十
四
歳
）　

る
り
子
さ
ん

　

（
四
十
九
歳
）　

静
香
さ
ん

　

（
二
十
一
歳
）　
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高
鍋
町
立

「
上
江
保
育
園
・
持
田
保
育
園
」
民
間
移
譲
へ

　
　
　
　
　
　
　

～
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
～

　

「
当
時
は
、
保
育
料
が
入
っ
た
袋
を
子
ど
も
が
持
っ

て
来
よ
っ
た
が
ね
」「
ピ
ア
ノ
が
足
り
な
く
て
演
奏
の

練
習
を
す
る
の
に
苦
労
し
た
が
ね
」「
地
域
の
人
に

イ
モ
を
も
ら
っ
た
り
畑
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
り
…
と

み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
て
も
ら
っ
た
よ
ね
」「
○
○

ち
ゃ
ん
…
懐
か
し
い
ね
」
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
の
思

い
出
話
を
し
て
い
た
三
人
で
し
た
。
開
園
当
時
の
話

の
一
部
を
下
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
当
時
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

上
江
保
育
園
は
、
昭
和
二
十
七
年

に
保
母
三
人
・
調
理
師
一
人
の
職
員

で
旧
高
鍋
西
小
学
校
図
書
館
を
利
用

し
て
開
園
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
敷

地
内
に
あ
る
保
育
園
と
い
う
こ
と
で
、

園
児
と
小
学
生
と
の
交
流
は
大
変
活

発
で
、
一
緒
に
遊
ぶ
の
は
当
然
と
い

う
雰
囲
気
で
し
た
。
ま
た
、
校
長
先

生
ほ
か
小
学
校
の
先
生
も
保
育
園
を

よ
く
訪
れ
、
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
持
田
保
育
園
が
ま
だ
無

か
っ
た
た
め
、
現
在
の
西
小
校
区
の

子
ど
も
た
ち
は
、
上
江
保
育
園
ま
で

通
園
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
現
在
の

場
所
へ
移
転
し
、
昭
和
五
十
四
年
に

現
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

当時の思い出を懐かしそうに語った、
元保母の久保田愛子さん（８４歳）・
黒木澤子さん（８１歳）・矢野光代さん
（６５歳）(左から）

町立持田保育園

町立上江保育園

　

か
つ
て
、
町
立
保
育
園
は
、
わ
か
ば
・
上
江
・
持
田
・
南
町
・
蚊
口
の
五
園
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

少
子
化
に
伴
う
児
童
の
減
少
に
加
え
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
八
年
四
月
に
南
町
保
育
園
が
民
間

へ
、
平
成
十
九
年
三
月
を
も
っ
て
蚊
口
保
育
園
が
閉
園
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
お
よ
び
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は
、
上

江
保
育
園
と
持
田
保
育
園
を
民
間
移
譲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
園
か
ら
今
日
ま
で
、
地
域
と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
育
ま
れ
て
き
た
両
保
育
園
。
今
回
は
、

半
世
紀
の
歴
史
を
も
つ
両
保
育
園
の
思
い
出
を
当
時
の
先
生
や
元
園
児
の
皆
さ
ん
な
ど
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
が

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
四
月
か
ら
は
、
そ
の
保
育
の
歴
史
を
二
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

旧持田保育園跡地

奥に見えるセンダンの木は

シンボル的存在でした

開園当時の持田保育園と当時

の職員（中央は矢野光代さん）

西小学校図書館を利用していた

ころの上江保育園

（左後ろは西小学校校舎）

現在地に移転したころの

上江保育園（正面玄関は現在

とは反対の北側にありました）

　

持
田
保
育
園
は
、
昭
和
三
十
九
年

に
保
母
三
人
・
調
理
師
一
人
の
職
員

で
高
鍋
西
小
学
校
旧
持
田
分
校
を
利

用
し
て
、
開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
場

所
は
、
現
在
の
坂
本
地
区
公
民
館
近

く
の
広
場
（
高
鍋
大
師
入
口
付
近
・

県
道
右
の
広
場
）
で
し
た
。
小
学
校

の
建
物
を
保
育
園
と
し
て
使
用
し
た

苦
労
の
一
つ
が
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ

（
い
わ
ゆ
る
ぼ
っ
と
ん
便
所
）
で
、
落

下
防
止
の
た
め
子
ど
も
が
用
を
た
す

度
に
ト
イ
レ
へ
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
は
山
水
を
タ
ン
ク
に
貯

め
て
使
用
し
て
い
た
の
で
、
数
日
お
き

に
落
ち
葉
な
ど
の
ご
み
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
に
現
在

の
場
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　　

写真提供　上江保育園

写真提供

矢野光代さん

６歳当時の

山田さん

写真提供　黒木澤子さん
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♪町立三園合同コンサート“おとたま”開催♪

　１月２３日（土）に高鍋町中央公

民館ホールで町立三園合同コンサー

トが開催されました。このコンサー

トには、親子で楽器の生音に触れる

ことで“おとたま”（音の霊）や生命

力を感じてほしい、三園合同で行う

最後のイベントに参加し子どもに素

敵な思い出を作ってほしい、という

保護者の思いが詰まっていました。
�

町立三園合同コンサート実行委員会　実行委員長
持田保育園　ＰＴＡ会長　　　樫原　富子さん

　実は、持田保育園では毎年コンサートを開いていて、今年

も５回目となるコンサートを企画するところでした。そんな

とき、町立三園合同開催の話が持ち上がり、上記のような保護者の思い

を詰め込んで開催したところです。このコンサートは、みんなの思い出

になったことはもちろんですが、あらゆる面で次のステップになったと

思っています。

　４月から民間の保育園になりますが、やはり今までの持田保育園の取り組み

（「命」につながる「エコ」や「食育」を通しての保育）を大事にしてほしいで

すね。今後は、持田地区民として関わっていけたらなあと思います。

上江保育園
　中竹喜美子�園長

　民間移譲が決まって

からは、正直不安でし

た。でも引き継ぎ先があけぼの福

祉会に決まってからは、安心して

子どもたちを託せると思えるよう

になりました。３月からは、週２回、

ももの木保育園の保育士さんが体

験に来られています。このように

子どもと新しい先生が徐々に慣れ

ていき、４月からの移行がスムー

ズにできるよう努力します。

社会福祉法人
　あけぼの福祉会
理事長�中尾キヌ子さん
　【ももの木保育園】

　４月から上江保育園の移譲を受

けることになりました。私たちは

大きな木を育てるためには根っこ

が重要という理念のもと、人間の

「根っこづくり」を目指します。健

康な体、日々のあいさつ、年齢に

合った生活習慣の習得など、個人

ごとの素敵な花を咲かせてあげた

いと思っています。

黒岩康博さん
（上江保育園卒園生）

（ＰＴＡ会長）

　心唯ちゃん

（上江保育園在園児）

　私は、町立保育園運営見直し検

討委員会のメンバーとして民間移

譲までの経緯を見てきました。保

育園は町立でも私立でも子どもが

安心していられる空間であることが

第一条件だと思っています。今後

は、保護者側も園の母体づくりを共

に行う必要があるのではないでしょ

うか。そして子どもたちには、私の

ように、保育園時代の楽しい思い出

をたくさん作ってほしいですね。

木浦亨英さん
（上江保育園卒園生）

��梨帆ちゃん

��未来香ちゃん

（上江保育園在園児）

　私の保育園時代の思い出は、何と

いっても園庭でのボール遊びです。

私が卒園したのは今の園舎ができ

る少し前で、遊具もあまりなかった

と思います。だから、園庭で走り回っ

た記憶が強いんでしょうね。

　４月からの民間移譲については、

期待と不安が半々というところで

す。言えるのは、子どもが元気で安

全に過ごせる保育園であってほしい

ということです。

社会福祉法人

　久
きゅうしゅん

春福祉会
�理事長�黒木　忍さん
　【一真持田保育園】　

　４月から持田保育園の移譲を受

けることになりました。私たちは

「人づくり」を目標に①心づくり�

②体力づくり�③知力づくりに重点

を置き、それぞれの専門家による

指導を行います。また、郷土を愛

し郷土を担う人材を、幼児期から

遊びを通して育成したいと思って

います。

持田保育園
　黒岩悦子�園長

　持田保育園は昔から、

保護者同士のつながり

が深く、地域の方が身近に保育園に

関わっていただいている保育園です。

おかげで、子どもたちも自然と触れ

合いながらのびのびと育っています。

４月からは民間の先生方へ引き継ぎ

ますが、今後も見守っていきたいと

思います。また、町立として１園だ

け残るわかば保育園の存在意義も考

えていく必要があります。

三園年長児による踊り 「しぎの様」

山田善博さん
（持田保育園卒園生）

智博ちゃん　
（持田保育園在園児）

　　　　　　　私は、卒園までの

二年間、切原から路線バスに乗って旧

園舎へ通園していました。冬は、先生

がたき火をしていて、焼き芋が焼けて

いたらとても嬉しかったのを覚えていま

す。散歩先は、高鍋大師。あの坂を毎

日のように上がるのですから、足腰が

かなり鍛えられました。現在

は、私の第４子が持田保育

園に通園しています。４月か

らも今まで同様に楽しく過ご

してくれるといいですね。

矢野博彦さん
（持田保育園卒園生）

航哉ちゃん�
（持田保育園在園児）

　私は、今の園舎が出来上がると同

時に入園しました。よく遊んだのは、

ねずみの滑り台！今は、この滑り台で

息子も楽しく遊んでいるみたいです。

また卒園してからも通ったプールの思

い出は大きいですね！持田保育園は、

昔から変わらず田んぼに囲まれた優

しい雰囲気の保育園で、安心して子

供を預けられていま

す。今からも地域と

ともにある保育園で

あってほしいです。
６歳当時の

山田さん
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行
っ
て
み
よ
う 

町
立
高
鍋
図
書
館
へ
！

　
　

宝
物
が
き
っ
と
見
つ
か
る
よ

　

高
鍋
町
の
武
家
屋
敷
通
り
に
あ
る
町
立
高
鍋
図
書
館
。
白
壁
木
造
の
明
倫
堂
書
庫
等
を
持
ち
、
一
般
図
書
や
児
童
図
書
な
ど

約
七
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
図
書
館
活
用
術
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
本
の
探
し
方
①

　

本
は
、
一
般
図
書
・
児
童
図
書
・

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
・
郷
土
資
料

の
分
類
ご
と
に
並
ん
で
い
ま
す
。
中

で
も
利
用
頻
度
の
高
い
本
（
教
養
・

家
事
・
家
計
・
料
理
・
医
療
）
は
、

別
の
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
で
い
ま
す
。

・
本
の
探
し
方
②

　

町
立
高
鍋
図
書
館
に
な
い
図
書
に

限
り
、
県
内
図
書
館
か
ら
相
互
貸
借

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
本
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
宮
崎
県
立
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く

②
・
県
立
図
書
館
の
蔵
書
検
索

　

・
県
内
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
リ
ン
ク
す
る
と
、
県
内
図
書
館
の

蔵
書
検
索
も
可
能

③
借
り
た
い
本
が
見
つ
か
っ
た
ら
、

高
鍋
図
書
館
で
「
予
約
・
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
」
を
記
入
す
る

※
予
約
は
一
人
十
冊
ま
で
で
き
ま
す
。

取
り
置
き
は
一
週
間
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
が
で
き
な

い
場
合
は
、
高
鍋
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
職
員
が
検
索
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ミ
ッ
ク
・
受
験
・
学
習
参
考
書
・

各
種
問
題
集
類
・
所
蔵
外
の
雑
誌
・

視
聴
覚
資
料
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
予
約
す
る
前
に
次
の
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
高
鍋
図
書
館
で
利
用
登
録
を
す
る

・
予
約
し
た
い
本
の
書
名
、
著
者
名
、

出
版
社
な
ど
分
か
る
情
報
を
調
べ

て
お
く

・
新
刊
図
書
に
つ
い
て

　

毎
週
行
わ
れ
る
日
本
図
書
館
協
会

選
定
委
員
会
で
の
選
書
を
参
考
に
、

高
鍋
図
書
館
に
不
足
し
て
い
る
分
野

の
本
を
補
い
ま
す
。
ま
た
、
べ
ス
ト

セ
ラ
ー
や
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
い
本
も

で
き
る
だ
け
購
入
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

・
読
み
聞
か
せ

　

毎
週
土
曜
日
に
高
鍋
図
書
館
二
階

で
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
親
子
で
お
気
軽
に

聞
き
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

も
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
。

・
書
庫
見
学
に
つ
い
て

　

本
館
北
側
に
あ
る
明
倫
堂
書
庫
と

毅
堂
（
き
ど
う
）
書
庫
。
明
倫
堂
書

庫
に
は
藩
校
明
倫
堂
の
一
万
五
千
冊

も
の
教
科
書
、
毅
堂
（
き
ど
う
）
書

庫
に
は
名
誉
町
民
の
柿
原
政
一
郎
と

高
鍋
の
先
賢
の
秋
月
左
都
夫
の
蔵
書

等
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
書
庫
は
、
職
員
立
ち
合
い
の
も
と

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
高
鍋
図
書
館
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

　
　

町
立
高
鍋
図
書
館　

　
　
　
　

℡
：
２
１-

１
１
５
２

　左写真は、高鍋町在住の大窪さんご一家。お母さんの有里さんは、幼いころか

ら図書館を利用しているそうで、図書館利用のメリットを話してくださいました。

有里さん：私は育児や仕事に関する本を１回に３冊から４冊借ります。そして、自宅

にも置いておきたい本があったら購入します。図書館は、本の貸借機能は

もちろん、子どもと触れ合うことのできる大切な場所であり、子どもに公

共施設使用のマナーを教えられる場所でもあると思っています。身近にあ

る図書館利用は本当にオススメです！

里咲さん：私は今、学研の「ひみつシリーズ」にはまっています。学校にない本もこ

こにはあるので、来るのがとっても楽しみです。

左から　里咲ちゃん （小４）

有里さん、 日花里ちゃん （３歳）

茉里ちゃん （小２）

　

場
所
が
分
か
り
に

く
い
場
合
は
、
お
気

軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
職

員
に
尋
ね
て
く
だ
さ

い
ね
！

右
写
真
は
一
般
図
書
コ
ー
ナ
ー

左
奥
に
は
静
か
に
読
書
が
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
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地上デジタル放送への準備はお済みですか？
～２０１１年７月２４日 地上デジタル放送完全移行～

　現在、私たちの生活の中で最も身近な情報源となっているテレビは、２０１１年７月２４日にアナログ放

送からデジタル放送へ移行します。テレビ放送のデジタル化によって、テレビは高音質・高画質になり、字

幕放送や解説放送が充実するなど視聴者にやさしい環境を提供することができます。

どこが変わるの？地上デジタル放送

◎ハイビジョンの高画質と高音質が楽しめます！

◎クイズやアンケートなどの双方向サービスが可能になります！

◎いつでもニュースや天気予報などの情報が見られます！

◎字幕放送や音声放送などのサービスが充実します！

◎電子番組ガイドで、録画予約も簡単に行えます！

　地上テレビ放送のデジタル化に伴い、悪質な詐欺が発生しています。

　九州管内では、平成２１年３月に、熊本市内に住む高齢者宅を男が訪問し、「返還プラグを取り付け

なければ地デジが見られなくなる」と言ってテレビの点検およびプラグ取り付けを行い、その費用な

ど合計８９, ６００円をその場で支払わせる事件が発生しています。また、佐賀県、大分県、鹿児島

県などでも同様の事件が発生しています。

　疑わしい工事の勧誘を受けた場合や身に覚えのない工事代金の請求を受けた場合には、迷わず総務

省地デジコールセンター、九州総合通信局又はお近くの警察署へご相談下さい。

　◆ 地上デジタル放送についてのお問い合わせ先 ◆
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

　　☎０５７０‐０７‐０１０１（月～金曜日 午前９時～午後９時　土日祝日 午前９時～午後６時）

　　　（ＩＰ電話など、上記番号がつながらない場合は、☎０３‐４３３４‐１１１１へ）

地上デジタル放送に関する詐欺にご注意ください！

地上デジタルチューナー

搭載機器ロゴマーク

地上デジタル放送
に対応しているテレ
ビや録画機器には、
右のマークがついて
います。

地上デジタル放送を
視聴するには？

　　地上デジタルテレビに買いかえる

　地上デジタルテレビに買いか

えると、ハイビジョンの高画質

を視聴することができます。

　　地上デジタルチューナーを買い足す

　現在使っているアナログテレビを引き続き使いたい場合は、デジ

タルチューナーやデジタルチューナー内蔵の録画機器を買い足すこ

とによって地上デジタル放送が見られます。

※機種によっては、データ放送や電子番組表

　など、地上デジタル放送の機能が使えな

　い場合があります。

1

2

※テレビを買いかえることによってアンテナを変える必要がある場合が

　あります。詳しくは販売店などにご相談ください。
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　次世代の社会を担う子ども１人ひとりの育ちを社会全体で応援する観点から、小学校修了前までの児童を
対象に現在支給している児童手当は、平成２２年４月から中学校修了前までの児童を対象に支給する子ども
手当に移行します。

【変更内容】

（１）中学校修了前までの児童を対象に、１人につき月額１３，０００円を支給します

（２）所得制限はありません

＜０歳以上３歳未満の児童に対する子ども手当＞
　（現行）             （改正後）
月額１万円　  →  　月額１万３千円

＜３歳以上小学校修了前の児童に対する子ども手当＞
　　　　　　　 （現行）　　　　　　　　　　　（改正後）
　　第１子、第２子　月額５千円　　→　　月額１万３千円
　　第３子以降　　　月額１万円　　→　　月額１万３千円

＜中学校修了前の児童に対する子ども手当＞
  （現行）　　　　　　   （改正後）
 支給なし　　 →　　月額１万３千円

※申請方法など詳細については、国においてまだ決定が
　なされていません。国における決定があり次第、町民の
　皆さんには随時お知らせしていきます。

　

高
鍋
町
農
業
委
員
会
（
渡
瀬
俊
弘
会
長
）
は
昨
年
三
月
、
長
年
放

置
さ
れ
た
三
十
ア
ー
ル
の
水
田
を
地
権
者
よ
り
借
り
受
け
、
沢
山
の

ご
み
を
回
収
す
る
と
と
も
に
、
草
木
を
除
去
し
て
耕
作
放
棄
地
の
再

生
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

再
生
さ
れ
た
水
田
に
は
、
地
場
産
焼
酎
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
な
ど

を
目
的
に
、
宮
崎
県
が
開
発
し
た
飼
料
用
稲
「
ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ
」
を

試
験
的
に
作
付
け
し
ま
し
た
。
本
来
、
焼
酎
用
の
麹
に
は
長
粒
米
（
イ

ン
デ
ィ
カ
米
）
が
適
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
地
場

産
焼
酎
に
は
県
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
長
粒
米
種

で
あ
る
ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ
の
適
合
性
を
判
断
す
る
た
め
の
試
験
結
果
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
結
果
は
、
望
ん
で
い
た
通
り
良
好
で
今

後
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
再
生
さ

れ
た
水
田
は
、
地
元
の

担
い
手
が
借
り
受
け
、

今
年
か
ら
は
水
稲
の
作

付
け
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
耕
作
放

棄
地
再
生
は
、
地
場
産

業
の
振
興
な
ど
農
商
工

連
携
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
と
し
て
今
後
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

耕作放棄地再生は、 まず草刈りがその第一歩です

◆お問い合わせ先◆
健康福祉課 子ども支援係 ℡ :26-2010



　

二
月
十
八
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で

の
関
東
学
園
大
学
硬
式
野
球
部
を
皮

切
り
に
、
三
月
八
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
桐
蔭
横
浜
大
学
硬
式
野
球
部
、

三
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の

千
葉
大
学
医
学
部
ラ
グ
ビ
ー
部
が
、

町
営
野
球
場
や
小
丸
河
畔
運
動
公
園

で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
暖
か
い
高
鍋
で
効

果
的
に
、
技
術
力
や
チ
ー
ム
力
向
上

の
た
め
の
実
戦
練
習
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

が
大
変
楽
し
み
で
す
。

春
季
キ
ャ
ン
プ
報
告
！

－ 10 －－ 11 －

まちの話題
◎
地
域
の
宝
物
が
い
っ
ぱ
い　

　

一
月
三
十
日
、
青
木
地
区
古
代
遺

物
展
示
室
が
青
木
地
区
集
落
セ
ン
タ

ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
旧
石
器

時
代
の
石
器
を
は
じ
め
と
し
た
遺
物

を
眺
め
て
い
る
と
、
身
近
な
場
所
の

古
代
ロ
マ
ン
が
大
き
く
ふ
く
ら
み
ま

す
。

◎
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
オ
ー
プ
ン

　

買
い
物
や
通
院
な
ど
の
た
め
に

保
育
が
で
き
な
い
場
合
、
二
時
間

を
限
度
と
し
て
お
子
さ
ん
を
預
か

る
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
「
き
ら
き

ら
」
が
し
ん
き
ん
通
り
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
育
児
中
の
皆
さ

ん
、
お
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
ま
ち
な
か
再
生
へ
の
カ
ギ
と
は

　

二
月
六
日
、
ホ
テ
ル
四
季
亭
で
高
鍋

町
ま
ち
な
か
商
業
活
性
化
協
議
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
に
つ
い
て
の
牧
瀬

氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
新
た
な

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
た
め
の
興
味

深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
あ
か
り
と
暖
簾

の
活
用
）
を
含
め
た
内
容
に
つ
い
て
、

各
パ
ネ
ラ
ー
の
立
場
か
ら
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
高
鍋
ど
れ
は
元
気
で
す
！　

　

二
月
六
日
、
ル
ピ
ナ
ス
パ
ー
ク

内
に
「
う
ま
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
地
元
生
産
者
に
よ
る

朝
取
れ
野
菜
の
試
食
販
売
の
ほ
か

押
し
花
教
室
も
あ
り
ま
す
。
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
野
菜
は
間
違
い
な
く
お

ス
ス
メ
で
す
。

◎
輝
く
未
来
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

　

二
月
、
東
西
中
学
校
で
立
志
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
精
神
的
・
身

体
的
に
も
大
き
な
変
化
を
迎
え
る

こ
の
時
期
に
、
志
を
立
て
る
こ
と

の
意
義
は
大
変
深
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
個
々
の
夢
や
目
標
が
叶
え
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。　

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
宮
崎
日
日
新
聞
農
業
技
術
賞
」

　

Ｊ
Ａ
児
湯
露
地
野
菜
部
会

　

キ
ャ
ベ
ツ
・
は
く
さ
い
専
門
部　

様

「
宮
崎
県
農
産
園
芸
特
産
物 

宮
崎
県

　

知
事
賞 

野
菜
共
進
会
個
人
の
部
二
等
」

　
　

待
鳥　

信
美　

様

「
交
通
栄
誉
章 

緑
り
ょ
く
じ
ゅ
う
じ

十
字
金
章

　

 
 

（
交
通
安
全
功
労
者
）
」

　
　

久
保
田　

弘
康 

様

◎
頑
張
り
を
期
待
し
ま
す

今年も舞鶴公園桜まつりが開催されます♪
 桜のライトアップ期間

３月２０日（土）～４月１１日（日）

ぽかぽか陽気の中での仲間と

の桜見は最高ですね！

歴史や桜の香りが漂う舞鶴公

園にお出かけになりませんか。

ステージイベント開催日
　４月４日（日）

※この欄は広告です。お問い合わせは、広告主へ。

ＮＰＯ法人ＡＩにより運営
される子育て支援ルーム

南中原遺跡出土の石錘（せ
きすい）などの遺物を眺める
皆さん

営業時間は土・日・祝日の午前
９時３０分～午後４時です

自分の決意を色紙に書き、その思い
を一人ずつ堂々と述べた西中学校
２年生

自衛隊入隊者壮行会
（３月３日開催）

(高鍋町からの平成
２２年度入隊者４人)

「城下町高鍋の商店街」をキーワードに
行われたパネルディスカッション

「高鍋町への恩返しです」と球場周
辺のゴミ拾いを行った関東学園大学
硬式野球部の皆さん

選手の皆さんから「かわいい！」と
言われながら顔をなでられた「たか
鍋大使」くん♪

せいぼサークルご案内
毎週木曜日　10時から（子育て支援）
親子で、園庭や教室でいっしょに遊びませんか。
子育てで悩んでいる方の育児相談（無料）をしております。
満２歳より就学前のお子様をお預かりいたします。
保育時間　７:３０～１８：００

（毎日午前中、園庭を解放しています。）

高鍋カトリック聖母幼稚園
場所　まるき屋・ジョイアス横　　電話　２３－１５００

昨年の桜見の様子




	広たか363印刷meru-12
	広たか363印刷meru-01
	広たか363印刷meru-02
	広たか363印刷meru-03
	広たか363印刷meru-04
	広たか363印刷meru-05
	広たか363印刷meru-06
	広たか363印刷meru-07
	広たか363印刷meru-08
	広たか363印刷meru-09
	広たか363印刷meru-10
	広たか363印刷meru-11

